
性能トラブル解決の手引き-事例偏

　性能トラブルが発生すると、原因究明までに時間がかかることが多い。また解決までの時間は、
担当者の経験や知識、技能によって大きく異なる。
　この問題を解決するために、性能トラブルが発生した時の原因調査の手順と観点を表形式で
まとめることにした。
　また、各現象ごとに5W1H的な観点から分類も付加した。

どこまで事例としてお役に立てるかわかりませんが、同様な悩みを持つ方の参考になれば幸いです。

UNIXは，The Open Groupの米国ならびに他の国における登録商標です。
Windowsは，米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標または商標です。
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現象 調査ポイント1 確認結果1 調査ポイント2 確認結果2 原因
調査場所
大分類

調査場所
中分類

調査場所
小分類

観点 調査観点 備考 目的語(What) いつ(When) 誰に(Whom) どこで(Where)

原因となる資源
の特定

原因となるきっ
かけ

原因を誘発した
もの

原因となる場所

大項目 中項目 大項目 中項目

1
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)タイマー値の値が大きい

UPのタイマー設定する時間を
誤って長時間の値を設定した。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

WAIT処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT タイマー値大 時間 該当せず 自プロセス 自分のソース

2
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)タイマー値の値が大きい

システムコールエラー時のリト
ライ時に設定するタイマーが長
すぎる。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

WAIT処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT
タイマー値大(リトラ
イ)

時間
システムコール
エラー

自プロセス 自分のソース

3
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)無限待ちをしている。

システムコールエラー時に無限
待ちをしているが、通信障害に
よって戻らない状況である。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

WAIT処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、無限待ち
かを確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 無限待ち 時間 通信エラー 該当せず ハード障害

4
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)無限待ちをしている。

システムコールエラー時に無限
待ちをしているが、通信相手の
プログラム不良により戻らない
状況である。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

WAIT処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、無限待ち
かを確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 無限待ち 時間
他の業務UPの
不良

他の業務UP 他プロセス

5
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースから資源名の確認
または、

(1)PCの場所が排他設定後のWAITで無
限待ち。
(2)排他資源が永久に開放されない状況
にある。

資源が解放されない可能性が
あるものに対して無限待ちのオ
プションで排他待ちしている。

ソース
排他処理
のパラメタ

排他処理

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値と排他処理の資源を確認
する)

・他のプロセスが不当に排他し
ている場合には、他のプロセス

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 無限待ち 排他資源 該当せず
自分以外のプロ
グラム

自分のソース

6
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースから資源名の確認
または、

(1)PCの場所が排他設定後のWAITで無
限待ち。
(2)排他資源が永久に開放されない状況
にある。

資源が解放されない可能性が
あるものに対して排他待ちして
いる。
タイマーが大きい値となってい
る。

ソース
排他処理
のパラメタ

排他処理

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値と排他処理の資源を確認
する)

・他のプロセスが不当に排他し
ている場合には、他のプロセス

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT タイマー値大 排他資源 該当せず 自プロセス 自分のソース

7
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースから資源名の確認
または、

(1)PCの場所が排他設定後のWAITで無
限待ち。
(2)排他資源が永久に開放されない状況
にある。

排他を解除するプロセスが開
放時の資源名称を誤ったため
に、排他解除がされていない状
況となってしまった。

ソース
排他処理
のパラメタ

排他処理

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値と排他処理の資源を確認
する)

・他のプロセスの資源解放処理
を見直す必要がある。

自プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

WAIT 無限待ち 排他資源
他の業務UPの
不良

他の業務UP 他プロセス

8
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースから資源名の確認
または、
(2.2)ダンプから資源名の確認
かつ
(3)自スレッドが既に別の排他も確保済みであるかを確認。
(4)同一マシン内にも同じ現象のスレッドが発生しているかを

(1)複数のプロセスのPCの場所が排他
設定後のWAITで、無限待ちの設定と
なっている。
(2)ロックが襷がけ状態にある。

複数スレッド間で、デッドロック
になっている。

ソース
排他処理
のパラメタ

排他処理

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値と排他処理の資源を確認
する)

・他のプロセスでもデッドロック
が発生していないかを確認す
る。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT デッドロック 排他資源 該当せず 自プロセス 自分のソース

9
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、
(2.2)ダンプからタイマー値の確認
かつ

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)ハードウェアエラーがある。

I/Oエラー時のリトライ時に設定
するタイマーが長すぎる。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

ログから
I/Oエラー
の確認

エラー処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT
タイマー値大(リトラ
イ)

時間 I/Oエラー 自プロセス 自分のソース

10
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2.1)ソースからタイマー値の確認
または、
(2.2)ダンプからタイマー値の確認
かつ

(1)PCの場所がタイマー設定後のWAIT
である。
(2)通信エラーがある。

通信エラー時のリトライ時に設
定するタイマーが長すぎる。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

ログから
通信エ
ラーの確
認

エラー処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT
タイマー値大(リトラ
イ)

時間 通信エラー 自プロセス 自分のソース

11
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでrecv場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ

(1)PCの場所が通信の受信待ち(recv)で
ある。
(2)セッションが切れている。

セッションが切れたことを検知
するロジックがない。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

自プロセ
スの通信
処理のロ
ジック

エラー処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 無限待ち 時間 通信エラー 自プロセス 自分のソース

12
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認
該当プロセスの
CPU使用率が0%
のままで推移。

(1.1)トレースログでrecv場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ

(1)PCの場所が通信の受信待ち(recv)で
ある。
(2)通信相手が送信/返信しない状況に
ある。

通信相手が送信/返信しない
ケース(正常/不良)がある。

ソース
WAIT処理
のパラメタ

他プロセ
スの通信
相手の処
理ロジック

エラー処理
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、タイマー
の値を確認する)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 無限待ち 時間
他の業務UPの
不良

自プロセス 自分のソース

13
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が0%
に近い状態のまま
で推移。

(1.1)トレースログで排他資源を確保したままで、資源開放す
る前の状態かを確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)CPU使用率が高いプロセスが2つ以上あり、プライオリ
ティの低くCPU使用率が0%近いプロセスが1個あるかを確認
にする。
かつ

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが排
他処理の前後の値になっている。
(2)2つ以上のプロセスが短時間に連続し
て排他のシステムコールを発行してい
る。
(3)プライオリティの低いプロセスは排他
資源の開放ができずにCPUが0%近いま
まである。

自プロセスがプライオリティの
低いプロセスが資源を確保して
いる状態で、他の複数のプライ
オリティの高いプロセスが間隔
を空けずにリトライ(スピンルー
プ)すると、低いプロセスがディ
スパッチされず無限に待ちにな
ることがある。OSによっては発
生しない場合もある。

ソース

OS情報
(プライオ
リティ)

排他処理
のパラメタ

プロセス
のプライ
オリティ

プライオリ
ティ

・他のプロセスが高いプライオ
リティで排他資源を確保できず
ループしていないかを確認す
る。

(システムとしてはこの
【20番】の現象と同じ)
最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
(1coreのシステムだと
システム全体のCPU
使用率が100%になる)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

プライオリティ CPU 該当せず 他の業務UP OS
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14
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%のままで推
移。

(1.1)トレースログで同じログが大量に出力されているかを確
認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。

(1)プロセスのPCの場所のほとんどがUP
のループ処理の中の値になっている。
(2)システムコールが発行されていない。

UPが無限ループしている。
(ループ範囲内にシステムコー
ルが存在しない。)

ソース
ループ処
理

無限ループ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU 該当せず 自プロセス 自分のソース

15
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%のままで推
移。

(1.1)トレースログで同じログが大量に出力されているかを確
認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。

(1)プロセスのPCの場所のほとんどがシ
ステムコールの前後の値になっている。
(2)短時間に連続してシステムコールが
発行されている。

UPが無限ループしている。
(ループ範囲内にシステムコー
ルが存在する。)

ソース
ループ処
理

無限ループ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU 該当せず 自プロセス 自分のソース

16
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量の排他エラーが出力されているか
を確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数採取し、PCの値を確
認する。
かつ
(2.1)ソースから排他エラート時のリトライ間隔とリトライ回数
を確認する。
または、
(2.2)ダンプから資源名の確認
かつ
(3)システムコールトレースを確認する。(排他関数の発行状
況の確認)

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが排
他システムコールの前後の値になって
いる。
(2)排他エラーに対して、リトライ間隔を
設けずに直ぐにリトライしている。
(3)排他エラー時のリトライ回数が非常に
大きい

UPが排他エラーに対して、無
限リトライしている。

ソース
排他処理
のロジック

ログから
排他エ
ラーの確
認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU 排他エラー 自プロセス 自分のソース

17
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコールエラー(関数の延
長も含む)関連のログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数採取し、PCの値を確
認する。
かつ
(2.1)ソースからシステムコールエラー時(関数の延長も含む)
のリトライ間隔とリトライ回数を確認する。
または、
(2.2)ダンプから発行しているシステムコールの特定する。
かつ
(3)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)

(1)プロセスのPCの場所のほとんどがシ
ステムコールの前後の値になっている。
(2)短時間に連続してシステムコールが
発行されている。

UPがシステムコールエラーに
対して、無限リトライしている。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
システム
コールエ
ラーの確
認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・システムコールの処理が軽い
場合。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU
システムコール
エラー

自プロセス 自分のソース

18
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%に近い状態
のままで推移。

(1.1)トレースログに大量のI/Oエラー(関数の延長も含む)関
連のログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数採取し、PCの値を確
認する。
かつ
(2.1)ソースからI/Oエラー時(関数の延長も含む)のリトライ間
隔とリトライ回数を確認する。
または、
(2.2)ダンプからI/Oを発行している場所かを特定する。
かつ
(3)I/Oの発行状況を確認する。

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが
I/Oの前後の値になっている。
(2)短時間に連続してシステムコールが
発行されている。

UPがI/Oエラーに対して、無限
リトライしている。

ソース
I/O処理
のロジック

ログから
I/Oエラー
の確認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・I/Oの単価が軽い場合。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
I/Oによっては
CPU100%にならないこ
ともある。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU I/Oエラー 自プロセス 自分のソース

19
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%に近い状態
のままで推移。

(1.1)トレースログに大量の通信エラー関連のログが出力さ
れているかを確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数採取し、PCの値を確
認する。
かつ
(2.1)ソースから通信エラー時のリトライ間隔とリトライ回数を
確認する。
または、
(2.2)ダンプから通信処理の場所かを特定する。
かつ
(3.1)通信の状況を確認する。
または
(3.2)パケットトレースを確認する。

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが通
信処理の前後の値になっている。
(2)短時間に連続してシステムコールが
発行されている。

UPが通信エラーに対して、無
限リトライしている。

ソース
通信処理
のロジック

ログから
通信エ
ラーの確
認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・通信の単価が軽い場合。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
通信の種類によっては
CPU100%にならないこ
ともある。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU 通信エラー 自プロセス 自分のソース

20
処理が終わらない
(1時間経過しても何
も変わらない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が
100%に近い状態
のままで推移。

(1.1)トレースログに大量の排他エラーが出力されているか
を確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)CPU使用率が高いプロセスが2つ以上あり、プライオリ
ティの低くCPU使用率が0%近いプロセスが1個あるかを確認
にする。
かつ

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが排
他処理の前後の値になっている。
(2)2つ以上のプロセスが短時間に連続し
て排他のシステムコールを発行されてい
る。
(3)プライオリティの低いプロセスは排他
資源の開放ができずにCPUが0%近いま
まである。
(4)排他エラー時のリトライ間隔がない。

他のプライオリティの低いプロ
セスが資源を確保している状
態で、自プロセスを含む複数の
プライオリティの高いプロセス
が間隔を空けずにリトライ(スピ
ンループ)すると、低いプロセス
がディスパッチされず無限に待
ちになることがある。OSによっ
ては発生しない場合もある。

ソース

OS情報

排他処理
のパラメタ

プロセス
のプライ
オリティ

プライオリ
ティ

・他のプロセスが低いプライオ
リティで排他資源を確保したま
ま解放できない状態かを確認
する。

(システムとしてはこの
【13番】の現象と同じ)
最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
(1coreのシステムだと
システム全体のCPU
使用率が100%になる)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

プライオリティ CPU 排他エラー
自分以外のプロ
グラム

OS

21
処理が遅くなること
がある。(ゆっくりとし
か動かない)

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が高
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量の排他エラーが出力されているか
を確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)CPU使用率が高いプロセスが2つ以上あり、プライオリ
ティの低くCPU使用率が0%近いプロセスが1個あるかを確認
にする。
かつ

(1)プロセスのPCの場所のほとんどが排
他処理の前後の値になっている。
(2)2つ以上のプロセスが短時間に連続し
て排他のシステムコールを発行されてい
る。
(3)プライオリティの低いプロセスは排他
資源の開放ができずにCPUが0%近いま
まである。
(4)排他エラー時のリトライ間隔の値が小
さい。

他のプライオリティの低いプロ
セスが資源を確保している状
態で、自プロセスを含む複数の
プライオリティの高いプロセス
が短い間隔でリトライすると、
低いプロセスがディスパッチさ
れず無限に待ちになることがあ
る。OSによっては発生しない場
合もある。

ソース

排他処理
のパラメタ

プロセス
のプライ
オリティ

プライオリ
ティ

・他のプロセスが低いプライオ
リティで排他資源を確保したま
ま解放できない状態かを確認
する。

(システムとしてはこの
【28番】の現象と同じ)
最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
(1coreのシステムだと
システム全体のCPU
使用率が100%になる)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

プライオリティ CPU 該当せず
自分以外のプロ
グラム

OS

22
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が高
い状態のままで推
移。

I/O時のデータの書き込み先のファイルが暗号化対象かを
確認する。

(1)該当プロセスの延長で暗号化処理が
動作するかを確認する。

・該当プロセスの延長で暗号処
理に時間がかかっている。
・暗号/複合化処理などが同時
に沢山実行されている。

システム
内のPP

暗号化製
品

I/Oの延長
での処理

・プロセスのCPUが高くなってい
ないかを確認する。
・暗号化製品が同居しているか
を確認する。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず 暗号化製品 ライブラリ

23
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が高
い状態のままで推
移。

I/O時のデータの読み込み先のファイルが複合化対象かを
確認する。

(1)該当プロセスの延長で複合化処理が
動作するかを確認する。

・該当プロセスの延長で複合処
理に時間がかかっている。
・暗号/複合化処理などが同時
に沢山実行されている。

システム
内のPP

暗号化製
品

I/Oの延長
での処理

・プロセスのCPUが高くなってい
ないかを確認する。
・暗号化製品が同居しているか
を確認する。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず 暗号化製品 ライブラリ

24
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率もそこ
そこ高い状態のま
まで推移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコールエラー(パイプ通
信など)関連のログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているシステムコールを特定する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)
かつ
(3)システムコール(パイプ通信など)のエラー種別がビジー
の時のリトライ間隔と回数の確認。
かつ
(4)相手のプロセスの状況の確認。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がシステムコールエラー(パイプ通信な
ど)関連の前後の値になっている。
(2)該当プロセスからリトライが大量にあ
るかの確認。
(3)相手のプロセスがビジーの状況かの
確認。
(4)リトライ回数の値の確認。
(5)リトライ間隔の確認。

他プロセスのビジーが解消され
るまで長くなる可能性があるに
も関わらず、リトライ間隔が短く
リトライ回数が多すぎる。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
ビジーで
のエラー
かの確認

リトライ

・該当プロセスのCPU使用率を
確認
・PCの値
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つける)
・システムコールトレース
・システムコール(パイプ通信な
ど)のエラー種別がビジーのリト
ライ処理の確認

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値小(リトライ
多発)

CPU
相手がビジーに
よるリトライ

他の業務UP 自分のソース
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25
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率もそこ
そこ高い状態のま
まで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2)パイプ通信の所で止まっている。

パイプ詰まりが発生していないか。

パイプ通信の相手がビジーな
状態で、パイプからデータをな
かなか取り出さないことで送信
元も動けない状態に陥ってい
る。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
パイプ通
信の相手
がビジー
かの確認

通信相手
のプロセス
の状況

・該当プロセスと通信相手の
CPU使用率を確認
・PCの値
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つける)
・システムコールトレース
・パイプ通信の書き込み時間の
確認。
・通信相手のプロセスのパイプ
通信の取り出し時間の確認。

他プロセス
④他プロセスだが自プロ
セスと同じソース

ループ
タイマー値小(リトライ
多発)

CPU
相手がビジーに
よるリトライ

同様の業務UP 他プロセス

26
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率もそこ
そこ高い状態のま
まで推移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコールエラーが「not
ready」エラーのログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているシステムコールを特定する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)
かつ
(3)システムコールエラーが「not ready」エラー時のリトライ間
隔と回数の確認。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がシステムコール処理の前後の値に
なっている。
(2)ログにシステムコールエラーの値が
「not ready」エラーかを確認する。
(3)該当プロセスからリトライが大量にあ
るかの確認。
(4)リトライ回数の値の確認。
(5)リトライ間隔の確認。

「not ready」が解消されるまで
長くなる可能性があるにも関わ
らず、リトライ間隔が短くリトライ
回数が多すぎる。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
「not
ready」で
のエラー
かの確認

リトライ

・該当プロセスのCPU使用率を
確認
・PCの値
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つける)
・システムコールトレース
・システムコールのエラー種別
が「not ready」のリトライ処理の
確認

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値小(リトライ
多発)

CPU
相手がnot
ready時のリトラ
イ

他の業務UP 自分のソース

27
処理が遅くなること
がある。

該当プロセスのCPU
使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が50%
以下ぐらいの状態
のままで推移。

(1.1)複数プロセスのトレースログで排他処理が多いかを確
認する。
または、
(1.2)複数プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの
値を確認する。
かつ
(2)排他資源名を確認する。
かつ
(3)システムコールトレースを確認する。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
が排他処理の前後の値になっている。
(2)他のプロセスのPCの場所のほとんど
が排他処理の前後の値になっている。
(3)同じ排他資源を使用していないかの
確認。

・1つの排他資源に対して、複
数のプロセスが競合している。

ソース 排他処理
他プロセス
との競合

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、排他処理
の排他資源名が他のプロセス
でもよく使用するものかを確認
する)

対策としては、
・排他する範囲を短く
する。
・排他する回数を減ら
す。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

競合 不足 CPU 該当せず 同様の業務UP 自分のソース

28
処理が遅くなること
がある。

該当プロセスのCPU
使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が50%
以下ぐらいの状態
のままで推移。

(1.1)トレースログでプロセス排他処理があるかを確認する。
または、
(1.2)複数プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの
値を確認する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。
かつ
(3)他のプロセスも同様かを確認する。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がプロセス排他の値になっている。
(2)他のプロセスのPCの場所のほとんど
がプロセス排他の値になっている。

プロセス排他処理があり、競合
している。

ソース 排他処理
他プロセス
との競合

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、プロセス
排他処理の有無を確認する)

対策としては、
・排他する範囲を短く
する。
・排他する回数を減ら
す。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

競合 不足 CPU 該当せず 同様の業務UP 自分のソース

29
処理が遅くなること
がある。

該当プロセスのCPU
使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が50%
以下ぐらいの状態
のままで推移。

(1.1)トレースログでスレット゜排他処理があるかを確認する。
または、
(1.2)複数プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの
値を確認する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。
かつ
(3)他のスレット゜も同様かを確認する。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がスレッド排他の値になっている。
(2)他のプロセスのPCの場所のほとんど
がスレッド排他の値になっている。

スレッド排他処理があり、競合
している。

ソース 排他処理
他スレッドと
の競合

・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つけ、スレッド排
他処理の有無を確認する)

対策としては、
・排他する範囲を短く
する。
・排他する回数を減ら
す。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

競合 不足 CPU 該当せず 同様の業務UP 自分のソース

30
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
いが、該当プロセ
スのCPU使用率
が低い状態のまま
で推移。

(1.1)トレースログに大量の排他エラーが出力されているか
を確認する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを複数回採取し、PCの値を
確認する。
かつ
(2)CPU使用率が高いプロセスが2つ以上あり、プライオリ
ティの低くCPU使用率が0%近いプロセスが1個あるかを確認
にする。
かつ

(1)プロセスのPCの場所が排他資源の
開放処理の値になっている。
(2)CPU使用率の低いプロセスのプライ
オリティが低く、排他資源の開放がディ
スパッチされずになかなか開放できない
状態のままである。
(3)他の2つ以上のプロセスが短時間に
連続して排他資源を確保するが、エラー
時のリトライ間隔の値が小さい。

自プロセスがプライオリティの
低いプロセスが資源を解放でき
ない状態で、他の複数のプライ
オリティの高いプロセスが短い
間隔でリトライすると、低いプロ
セスがディスパッチされず無限
に待ちになることがある。OSに
よっては発生しない場合もあ
る。

ソース

排他処理
のパラメタ

プロセス
のプライ
オリティ

プライオリ
ティ

・他のプロセスが高いプライオ
リティで排他資源を確保できず
ループしていないかを確認す
る。

(システムとしてはこの
【21番】の現象と同じ)
最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
(1coreのシステムだと
システム全体のCPU
使用率が100%になる)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

プライオリティ CPU 該当せず 自プロセス OS

31
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率も高い
状態のままで推
移。

(1)他のプロセスのCPU使用率の状況も確認する。
(2)システム全体のI/Oなどの書き込みのサイズと回数を確
認する。
(3)システムコールトレースを確認する。

(1)他のプロセスの延長で暗号化処理が
動作するかを確認する。
(2)別のプロセスも遅くなっていないかを
確認する。
(3)暗号化の対象データサイズが通常よ
り大きい、または数が多いかを確認す
る。

・他のプロセスの延長で暗号処
理に時間がかかっている。
・暗号処理などが同時に沢山
実行されている。
・他のプロセスが大量にCPUを
使用した結果、該当プロセスの
CPUが十分に供給されない。

システム
内のPP

暗号化製
品

I/Oの延長
での処理

・システムプロセスのCPUが高
くなっていないかを確認する。
・暗号化製品が同居しているか
を確認する。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合
同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず 暗号化製品 他プロセス

32
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率も高い
状態のままで推
移。

(1)他のプロセスのCPU使用率の状況も確認する。
(2)システム全体のI/Oなどの書き込みのサイズと回数を確
認する。
(3)システムコールトレースを確認する。

(1)他のプロセスの延長で複合化処理が
動作するかを確認する。
(2)別のプロセスも遅くなっていないかを
確認する。
(3)複合化の対象データサイズが通常よ
り大きい、または数が多いかを確認す
る。

・他のプロセスの延長で複合化
処理に時間がかかっている。
・複合化処理などが同時に沢
山実行されている。
・他のプロセスが大量にCPUを
使用した結果、該当プロセスの
CPUが十分に供給されない。

システム
内のPP

暗号化製
品

I/Oの延長
での処理

・プロセスのCPUが高くなってい
ないかを確認する。
・暗号化製品が同居しているか
を確認する。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合
同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず 暗号化製品 他プロセス

33
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
いが、該当プロセ
スのCPU使用率
が低い状態のまま
で推移。

(1)ウイルスチェックプログラムのパターンファイルの更新日
時を確認する。
(2)該当プロセスだけでなく、他のプロセスの状況も確認す
る。
(3)システム全体のI/Oなどのサイズと回数を確認する。
(4)システムコールトレースを確認する。

(1)パターンファイルの更新後から遅く
なった。
(2)別のプロセスも遅くなっていないかを
確認する。
(3)ウイルスチェックの対象データサイズ
が通常より大きい、または数が多いかを
確認する。

・ウイルスチェック処理などが
同時に沢山実行されている。
・他のプロセスが大量にCPUや
I/Oがある場合、該当プロセス
のCPUが十分に供給されな
かったり、I/Oに時間がかかる。

システム
内のPP

ウイルス
監視ソフト

競合

・ウイルス監視製品が同居して
いるかを確認する。
・パターンファイルが変ったこと
で、性能デグレードしてないか
他のシステムなどの状況も確
認する。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合
同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず
ウイルス監視製
品

他プロセス

34
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
いが、該当プロセ
スのCPU使用率
が低い状態のまま
で推移。

(1)該当プロセスだけでなく、他のプロセスのCPU使用率の
状況も確認する。
(2)システムコールトレースを確認する。

(1)同時に実行している他のプロセスが
CPUを大量に使用しているかを確認す
る。

・他のプロセスが大量にCPUを
使用した結果、該当プロセスの
CPUが十分に供給されない。

システム
全体のプ
ロセス状
況

競合

・システム全体のCPU使用率と
自プロセスのCPU使用率を確
認する。
・自プロセスのCPUが予想より
低い値で推移していないかを確
認する。

CPUを沢山消費するも
のは、
・暗号化、複合化
・圧縮、解凍
・画像処理
・印刷処理
・pdf化処理
・DBアクセス
・full GCなどがある。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合 不足 CPU 該当せず
自分以外のプロ
グラム

他プロセス

35
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
いが、該当プロセ
スのCPU使用率
が低い状態のまま
で推移。

(1)該当プロセスだけでなく、他のプロセスのCPU使用率の
状況も確認する。
(2)システムコールトレースを確認する。

(1)同時に実行している他のプロセスが
CPUを大量に使用しているかを確認す
る。
(2)該当プロセスのプライオリティが低く
なっていないかの確認。

・他のプロセスが大量にCPUを
使用した結果、該当の低いプラ
イオリティのプロセスのCPUが
十分に供給されない。

システム
全体のプ
ロセス状
況

プライオリ
ティの確
認。

プライオリ
ティ

・システム全体のCPU使用率と
自プロセスのCPU使用率を確
認する。
・自プロセスのCPUが予想より
低い値で推移していないかを確
認する。
・プロセスのプライオリティの確
認。

1coreの場合、2つのプ
ロセスがループすると
プライオリティの低い
プロセスはほとんど
ディスパッチされない
ことがある。但しOSに
よる。
core数より多くのス
レッドがループしてい
る状況下だと、プライ
オリティの低いプロセ
スはほとんどディス

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合 不足 CPU 該当せず
自分以外のプロ
グラム

他プロセス

36
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコール(関数の延長も含
む)関連のログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているシステムコールの特定する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)
かつ
(3)システムコールエラー時のリトライ回数の間隔と回数の
確認。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がシステムコールの前後の値になって
いる。
(2)同じシステムコールが頻繁にコールさ
れている。
(3)UNIXの場合システム全体のsysの
CPU使用率が高くないかの確認。

UPがシステムコールエラーに
対して、連続してリトライしてい
る。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
システム
コールエ
ラーの確
認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・システムコールの処理が重い
場合。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU
システムコール
エラー

自プロセス 自分のソース

4/10
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37
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログにI/Oエラーのログが出力されているかを
確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているI/O処理かを特定する。
かつ
(2)該当プロセスのI/O回数を確認する。
かつ
(3)システムコールトレースを確認する。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がI/Oの前後の値になっている。
(2)該当プロセスからI/Oが大量にあるか
の確認。

UPがI/Oエラーに対して、連続
してリトライしている。

ソース
I/O処理
のロジック

ログから
I/Oエラー
の確認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・I/Oの単価が重い場合(大きな
データの同期I/Oで時間がかか
るような時)。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
I/Oによっては
CPU100%にならないこ
ともある。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU I/Oエラー 自プロセス 自分のソース

38
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログに通信エラーのログが出力されているかを
確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているI/O処理かを特定する。
かつ
(2)該当プロセスの通信状況を確認する。
かつ
(3)システムコールトレースを確認する。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
が通信処理の前後の値になっている。
(2)該当プロセスから通信処理が大量に
あるかの確認。

UPが通信エラーに対して、連
続リトライしている。

ソース
通信処理
のロジック

ログから
通信エ
ラーの確
認

リトライ

・スナップダンプを複数回採取
しループ場所を特定する。
・ログからループ場所を特定す
る。
・通信の単価が重い場合(大き
なデータの通信で通信時間に
時間がかかる時)。

最近はマルチcoreの
CPUが主流になったの
で、システム全体が停
止することは少ない。
通信の種類によっては
CPU100%にならないこ
ともある。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ 無限ループ CPU 通信エラー 自プロセス 自分のソース

39
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコールエラー(パイプ通
信など)関連のログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているシステムコールを特定する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)
かつ
(3)システムコール(パイプ通信など)のエラー種別がビジー
の時のリトライ間隔と回数の確認。
かつ
(4)相手のプロセスの状況の確認。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がシステムコールエラー(パイプ通信な
ど)関連の前後の値になっている。
(2)ログに該当プロセスからリトライが大
量にあるかの確認。
(3)相手のプロセスがビジーの状況かの
確認。
(4)リトライ間隔の値の確認。

他プロセスのビジーが解消され
るまでの時間に対して、リトライ
間隔が長すぎる。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
ビジーで
のエラー
かの確認

リトライ

・該当プロセスのCPU使用率を
確認
・PCの値
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つける)
・システムコールトレース
・システムコール(パイプ通信な
ど)のエラー種別がビジーのリト
ライ処理の確認

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値大(リトラ
イ)

時間
相手がビジーに
よるリトライ

他の業務UP 自分のソース

40
処理が遅くなること
がある。

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログに大量のシステムコールエラーが「not
ready」エラーのログが出力されているかを確認する。
または、
(1.2)ダンプから発行しているシステムコールを特定する。
かつ
(2)システムコールトレースを確認する。(システムコールの
発行状況の確認)
かつ
(3)システムコールエラーが「not ready」エラー時のリトライ間
隔と回数の確認。

(1)該当プロセスのPCの場所のほとんど
がシステムコール処理の前後の値に
なっている。
(2)ログにシステムコールエラーの値が
「not ready」エラーかを確認する。
(3)該当プロセスからリトライが大量にあ
るかの確認。
(4)リトライ間隔の値の確認。

「not ready」が解消されるまで
の時間に対して、リトライ間隔
が長すぎる。

ソース

システム
コール処
理のロ
ジック

ログから
「not
ready」で
のエラー
かの確認

リトライ

・該当プロセスのCPU使用率を
確認
・PCの値
・スナップダンプによる解析
(WAIT箇所を見つける)
・システムコールトレース
・システムコールのエラー種別
が「not ready」のリトライ処理の
確認

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値大(リトラ
イ)

時間
相手がnot
ready時のリトラ
イ

自プロセス 自分のソース

41
処理が遅くなること
がある。

装置(VM環境)全体
のCPU使用率が高
い状態かの確認

該当VMのcore数
とVM装置全体の
CPU使用率の確
認。

(1)該当VMだけでなく、他のVMの状況も確認する。
(2)該当VMのcore数が動的に変化する場合には、core数の
推移を確認する。

同時に実行している他のVMのcore数と
CPUを大量に使用しているかを確認す
る。

・他のVMが大量にCPUを使用
した結果、該当VMのCPUが十
分に供給されていない。

VM全体 競合

VMの場合には、自マシンだけ
のCPUの性能情報だけでは負
荷がわからないので、サーバー
全体のCPUの状況を確認する
必要がある。
特に動的にcore数が変化する
ような設定の場合には、他VM
の影響を受けることがあるので
注意が必要である。

他ホスト
⑦他ホストプロセスだが
自プロセスと違うソース

競合 不足 CPU 該当せず 他ホスト 他ホスト

42
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

・グラフの傾向から該当しそうなソース箇所を洗い出す。
・CPUの使用率の傾向から該当しそうなソース箇所を洗い
出す。
・システムコールトレースの発行状況から該当しそうなソー
ス箇所を洗い出す。

該当箇所に対して、ソース解析して、回数の多い処理に関
して、ループがあるかを確認する。

ログが不十分な場合には、ログ強化して該当箇所を絞り込

件数がn件の時に、n回のループの中に
n回のループがある。ループがネストす
る処理になっている。

特にループの中にシステムコールがあ
ると、非常に悪化する。

ループ構造 ソース
ループ処
理

ループ
扱うデータ件数の規模を確認
する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

ループ中のループ CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

43
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

ソースで「ソート」処理がないかを確認する。

ソート処理の対象がメモリ上の場合には、CPU使用率の傾
向を分析する。
ソート処理の対象がディスク上の場合には、I/O回数の傾向
を分析する。

ソート処理のロジックが悪く、性能測定
のグラフの傾向と一致するかを確認す
る。

ソート処理の実装ミス ソース ソート処理 ソート
扱うデータ件数の規模を確認
する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

ソート、コンペアなど
の実装が悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

44
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

ソースで「コンペア」処理がないかを確認する。

コンペア処理の対象がメモリ上の場合には、CPU使用率の
傾向を分析する。
コンペア処理の対象がディスク上の場合には、I/O回数の傾
向を分析する。

コンペア処理のロジックが悪く、性能測
定のグラフの傾向と一致するかを確認
する。

コンペア処理の実装ミス ソース
コンペア
処理

コンペア
扱うデータ件数の規模を確認
する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

ソート、コンペアなど
の実装が悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

45
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

ソースで「サーチ」処理がないかを確認する。

サーチ処理の対象がメモリ上の場合には、CPU使用率の傾
向を分析する。
サーチ処理の対象がディスク上の場合には、I/O回数の傾
向を分析する。

サーチ処理のロジックが悪く、性能測定
のグラフの傾向と一致するかを確認す
る。

サーチ処理の実装ミス
件数が多い場合でも、シーケン
シャルサーチである。
最低でもバイナリーサーチは必
要。

ソース
サーチ処
理

サーチ

・扱うデータ件数の規模を確認
する。

・ヒットするデータの場所は、
「最初」、「中間」、「最後」などと
変化させて性能測定し、グラフ
化する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

サーチ、インデックス
などの実装が悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

46
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

ソースでデータ処理時に、「インデクス」が存在するかを確
認する。

処理がメモリ上の場合には、CPU使用率の傾向を分析す
る。
処理がディスク上の場合には、I/O回数の傾向を分析する。

「インデクス」が存在せず、性能測定の
グラフの傾向と一致するかを確認する。

件数が非常に多い場合がある
にも関わらず、「インデクス」が
ない。
インデクスがないと、追加、更
新、参照、削除の総てに時間
がかかる。

ソース
インデクス
処理

インデクス
扱うデータ件数の規模を確認
する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

サーチ、インデックス
などの実装が悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

47
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・CPU使用率の確認
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

ソースで「キューイング」する処理がないかを確認する。

キューイング処理がメモリ上の場合には、CPU使用率の傾
向を分析する。
キューイング処理がディスク上の場合には、I/O回数の傾向
を分析する。

キューイングのロジックが悪く、性能測
定のグラフの傾向と一致するかを確認
する。

要求をキューイングして実装し
ているがキューの管理方式が
悪いか辿り方が悪い
キューのつなぎ方は使われ方
によってFIFO、FILOを使い分け
る。
また、場合によってはバック
チェーンが必要なこともある。

ソース
キューイン
グ処理

キューイン
グ

・キューに登録してある件数を
変化させ、登録件数によるグラ
フ化する。
・同時に沢山の登録で問題な
いかを確認する。
・同時に登録と取り出しを実行
して問題ないかを確認する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

キューなどの実装が
悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず 自分のソース
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48
マシンをリプレース
またはVM化したら、
性能が悪化した。

ソースでメモリアクセ
スを頻繁に行うかを
確認する。

メモリアクセスが
非常に多いプログ
ラムである。

・マシン構成の確認
SMP(Symmetric Multi Processor)構成
のマシンかを確認する。

SMP(Symmetric Multi
Processor)構成のマシン
4台のサーバを1個のOSで1個
のマシンように扱うため、他の
マシンCPUのメモリキャッシュま
で同期が必要になるので効率
が悪い。
また、排他処理の時は総ての
他のマシンも止まる。

サーバー
マシン構
成

SMP構成
・UPがオンメモリでいろいろと処
理を実施しているかを確認す
る。

SMP構成下のVMもあ
るので、注意が必要。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

キャッ
シュ

遅いキャッシュ メモリ 該当せず 該当せず メモリ性能

49
マシンをリプレース
またはVM化したら、
性能が悪化した。

ソースでメモリアクセ
スを頻繁に行うかを
確認する。
特に科学計算的な
処理があるかも確認
する。

メモリアクセスが
非常に多いプログ
ラムである。

・OSの設定内容の確認
CPUに対して、ディスパッチの前後でで
きるだけ同じCPUを割り当てるようにす
る設定かを確認する。

科学計算などの場合には、プ
ロセスとCPUを紐づけておく必
要がある。

OSの設
定

メモリ性能

科学計算などのように同じメモ
リに対して、大量にメモリアクセ
スが発生する処理があるかを
確認する。

・CPUに近い側から
L1(レベル1)キャッ
シュ、L2(レベル2)
キャッシュ、L3(レベル
3)キャッシュまである。
通常のプログラムでは
あまり気にする必要が
ないが、科学計算など
では影響を受ける場
合がある。
・影響を受けるプログ
ラムの場合には、プロ
セスとCPUを紐づける
場合もある。
科学技術計算などの
ように同じメモリ領域
に連続して参照/更新
を繰り返す場合など。
CPUにあるメモリキャッ
シュがディスパッチの
度に無効になることで
性能がダウンする。
これはメモリだけでな
く、レジスタなども影響
を受ける。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

キャッ
シュ

遅いキャッシュ メモリ 該当せず 該当せず メモリ性能

50
マシンをリプレース
またはVM化したら、
性能が悪化した。

VMのスペックの確認
各VMに対しの
core数とメモリサイ
ズを確認する。

(1)core数などが動的に変化するかの確認。
かつ
(2)動作時の該当VMに割り当てられたcore数の変化を確認
する。

現象発生時のの割り当てられている
CPU数やcore数を確認する。

現象発生時は、他のVMのCPU
使用量が多く、該当VMのCPU
資源が予定より少ない状況で
ある。

VMの設
定

VM構成

・該当VMに割り当てられている
CPU数とcore数
・システム全体のCPU使用率が
高いか？
・該当プロセスのCPU使用率が
低いか？
・該当VMの最小CPU数、core
数の確認

自プロセス ⑧その他 競合 不足 CPU 該当せず 他ホスト 他ホスト

51
マシンをリプレース
またはVM化したら、
性能が悪化した。

OSが何bitアドレッシ
ングモードかを確認

32bitアドレッシン
グモードOSかの確
認

ソースで64bit演算処理の箇所を洗い出す
64bit演算処理が大量に実行されるかを
確認する。

64Bit演算が大量にあるにもか
かわらず、32bitマシンである。

サーバー
OSのアド
レッシング
モード

マシンリプレース前後でOSの
変化の有無を確認

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

型の不一致など CPU 該当せず 他ホスト
CPU性能(クロッ
ク)

52 処理が遅い
・ページング回数
・物理メモリ使用量
・仮想メモリ使用量

自プロセスのペー
ジングが多発して
いる。

自ブロセスのメモリ使用量が大
きすぎる。

サーバー メモリ
リソース不
足

自プロセスのページング回数。 自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

メモリ確保関数を頻
発

メモリ 該当せず 該当せず メモリサイズ

53 処理が遅い
・ページング回数
・物理メモリ使用量
・仮想メモリ使用量

システム全体で
ページングが多発
している。

システム全体で使用するメモリ
量が多すぎる。

サーバー メモリ
リソース不
足

システム全体のページング回
数。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合 不足 メモリ 該当せず 自プロセス メモリサイズ

54 処理が遅い
・ページング回数
・物理メモリ使用量
・仮想メモリ使用量

スラッシングが発
生している。

プログラムがWAIT
→READYになって
もしぱらくは動きが
ほとんどない状態
かを確認する。

システム全体で使用するメモリ
量が多すぎる。

サーバー メモリ
リソース不
足

・該当プロセスのページンイン
回数の傾向

スラッシングが発生し
たかは、該当プロセス
のメモリがほんとんど
ベージOUTされた状態
から、プロセスがWAIT
→READYになった時
に、一度にページINに
なるようなページング
が発生したかを確認す
ることで、判断できる。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合 不足 メモリ 該当せず 自プロセス メモリサイズ

55 処理が遅い メモリ使用量の確認
メモリ使用量が急
激に増加している
かを確認する。

(1)メモリサイズの時間の経過による推移を確認する。
(2)スナップダンプによる解析(メモリの使用状況の確認)
(3)ソースでメモリの確保、開放処理の洗い出し。
(4)システムコールトレースでメモリ確保関数の回数の確認

(1)メモリサイズの変化とシステムコール
トレースから、大きなメモリサイズの確保
か、小さなサイズを大量に確保したかを
確認する。
(2)ダンプを解析し、確保したメモリサイ
ズと数を確認する。
(3)ソースでメモリの確保時のサイズと回
数を確認する。

(1)メモリの確保サイズが巨大。
または
(2)メモリの確保する個数が膨
大

ソース
メモリの確
保/開放
のロジック

メモリの確
保/開放

時々だが急激に遅くなるような
状況があるかを確認。

OSによっては、大きな
メモリを確保しても、実
際にメモリへの書き込
みがないと実メモリを
割り当てないケースが
あるので、大量のメモ
リへの書き込みも同時
に実行しないと発生し
ないこともある。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
OS固有の実装ロジッ
ク

メモリ
大規模になった
時

該当せず メモリ性能

56 処理が遅い メモリ使用量の確認
メモリ使用量が急
激に増加している
かを確認する。

(1)メモリサイズの時間の経過による推移を確認する。
(2)スナップダンプによる解析(メモリの使用状況の確認)
(3)ソースでメモリの確保、開放処理の洗い出し。
(4)システムコールトレースでメモリ確保関数の回数の確認

(1)メモリサイズの変化とメモリの確保/
開放のシステムコールが大量に発行さ
れていないかを確認する。
(2)ダンプを解析し、確保したメモリサイ
ズと数を確認する。
(3)ソースでメモリの確保時のサイズと回
数を確認する。

データコピー時にコピー先の領
域を1バイトずつ拡張しながらコ
ピーしている。
データサイズが大きくなると指
数関数的にメモリを消費する。
また、CPUも消費し処理に時間
がかかる。

ソース
メモリの確
保/開放
のロジック

メモリの確
保/開放

メモリ確保のシステムコールが
大量に発行されていないかで
わかる

apend()関数などだと
関数の延長でこのよう
な実装がされているの
で注意が必要。

自プロセス
②自分のプロセスだがラ
イブラリの延長

その他
ライブラリ固有の実装
ロジック

メモリ
大規模になった
時

該当せず ライブラリ

57

処理が遅い
(長時間経過後に時
間の経過と共に遅く
なる)

CPU使用率の確認
UNIX,Linuxの場合に
は、sysとusrの比率
も確認

時間の経過と共に
CPU使用率が増
加しているかを確
認する。

(1)スナップダンプによる解析(メモリの使用状況の確認)
(2)ソースでメモリの確保、開放処理の洗い出し。
(3)システムコールトレースでメモリ確保関数の回数の確認

(1)ダンプを解析し、メモリが断片化して
いないかを確認する。
(2)ソースでメモリの確保時のサイズより
小さいサイズで開放するなどの処理が
ないかの確認。
(3)メモリの確保サイズが可変で頻繁に
実行されているかの確認。

メモリの断片化。

(100kバイトを確保し90Kバイト
だけ解放のような処理を繰り返
すと、メモリが断片化してメモリ
の確保に時間がかかるように
なる。)

ソース
メモリの確
保/開放
のロジック

メモリの確
保/開放

・自分のソースのメモリの確保/
解放処理
または、使用しているライブラリ
の延長で発生していることもあ
るので、注意が必要。

・メモリ使用量(見た目
の使用メモリは少なく
てもフラグメンテーショ
ンのためメモリ不足エ
ラーになることがある)

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

断片化 メモリ 該当せず 該当せず メモリ性能

58

処理が遅い
但し一時的

(長時間経過後に
時々急激に遅くなる
ことがある)

CPU使用率の確認
UNIX,Linuxの場合に
は、sysとusrの比率
も確認

CPU使用率の時
間の経過による推
移を確認する。

時々CPU使用率が高い状態が発生し、やがて解消されるよ
うな傾向があるかを確認する。

(1)一時的に遅い時に、CPU使用率が以
上に高いかを確認する。
(2)OSがJavaのようなメモリのガーベー
ジコレクションが実行していないかを確
認する。
(3)ダンプ解析でメモリの内容を確認す

OSのガベージコレクションが実
行されている。

OS

ガページ
コレクショ
ン処理の
実装方法

ガページコ
レクション
処理

時々だが急激に遅くなるような
状況があるかを確認。

他プロセス
⑤他プロセスだが自プロ
セスと違うソース

競合 不足 CPU 該当せず 自プロセス メモリ性能

59

処理が遅い
但し一時的

(長時間経過後に
時々急激に遅くなる
ことがある)

CPU使用率の確認
UNIX,Linuxの場合に
は、sysとusrの比率
も確認

CPU使用率の時
間の経過による推
移を確認する。

時々CPU使用率が高い状態が発生し、やがて解消されるよ
うな傾向があるかを確認する。

(1)一時的に遅い時に、CPU使用率が以
上に高いかを確認する。
(2)Javaのメモリのガーベージコレクショ
ンが実行していないかを確認する。
(3)ダンプ解析でメモリの内容を確認す
る。

Javaのガベージコレクションが
実行されている。

Java

ガページ
コレクショ
ン処理の
実装方法

ガページコ
レクション
処理

時々だが急激に遅くなるような
状況があるかを確認。

使用しているJavaに
よって挙動が異なる。

自プロセス
②自分のプロセスだがラ
イブラリの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

CPU 該当せず 該当せず ライブラリ

60
処理が遅い
突然遅くなる

CPU使用率の確認 CPU使用率が高
い状態が続く

(1)システムコールトレースで通信の回数を確認する。
かつ
(2)該当プロセスの通信量を計測する。
(3)ソースを解析し、通信処理の周辺のロジックを確認する。
かつ
(4)通信相手(他ホストの場合もある)のプロセスも高負荷状
態にあるかを確認する。

(1)通信の回数が非常に多いかを確認す
る。
(2)通信のデータ量が多いかを確認す
る。
(3)通信相手が受け取れない時に、再送
処理があり、輻輳状態になるロジックが
あるかを確認する。
(4)通信相手のプロセスがビジーな状態
で通信を受け取れない状況であるかを

他プロセスとのデータの受け渡
しがあるが、他プロセスが処理
しきれないデータを戻す処理が
あり、2つのプロセス間の通信
処理で輻輳が発生している。

ソース
通信処理
のロジック

輻輳

件数とサイズを変化させて性能
測定し、グラフ化する。
・いろいろな件数で処理時間の
計測

通信相手のプロセス
が処理しきれている間
は、問題が発生しな
い。
受信プロセスの処理
性能　< 送信プロセス
の送信量　の状態が
続くと、限界を超えると
急激に遅くなる。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

輻輳 CPU
相手がビジーに
よるリトライ

同様の業務UP 他プロセス
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61
処理が遅い
突然遅くなる

CPU使用率の確認 CPU使用率が高
い状態が続く

(1)システムコールトレースで通信の回数を確認する。
かつ
(2)該当プロセスの通信量を計測する。
(3)ソースを解析し、通信処理の周辺のロジックを確認する。
かつ
(4)通信相手(他ホストの場合もある)のプロセスも高負荷状
態にあるかを確認する。

(1)通信の回数が非常に多いかを確認す
る。
(2)通信のデータ量が多いかを確認す
る。
(3)通信相手が受け取れない時に、再送
処理があり、輻輳状態になるロジックが
あるかを確認する。
(4)通信相手のプロセスがビジーな状態
で通信を受け取れない状況であるかを

他ホストとのデータの受け渡し
があるが、他プロセスが処理し
きれないデータを戻す処理があ
り、2つのプロセス間の通信処
理で輻輳が発生している。

ソース
通信処理
のロジック

輻輳

件数とサイズを変化させて性能
測定し、グラフ化する。
・いろいろな件数で処理時間の
計測

通信相手のプロセス
が処理しきれている間
は、問題が発生しな
い。
受信プロセスの処理
性能　< 送信プロセス
の送信量　の状態が
続くと、限界を超えると
急激に遅くなる。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

輻輳 CPU
相手がビジーに
よるリトライ

他ホスト 他ホスト

62 処理が遅くなる。
CPU使用率の確認 CPU使用率が高

い状態が続く

・システムログの確認
　温度に関するログが出力されていないかを確認する。
または、
・PCの温度の確認
　マシン環境で高温環境で使用していないかの確認。
　直接マシンに触れて高温になっていないかの確認。
　冷却用のファンが正しく動作しているかの確認。

温度が高くなるとCPUクロック
数を抑えるCPUがある。

サーバー
ハード環
境

温度
システムによっては、システム
ログに温度異常のログが出力
されることもある

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

その他 ハードウェア特性 CPU 該当せず 該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

63
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が高
い状態が続く

・CPU使用率
・システムコールトレースでメモリの確保/開放の回数が多
いかを確認する。

メモリの確保/開放のサイズと回数を確
認する。

小さなメモリの確保/解放を大
量に繰り返している。

ソース
メモリの確
保/開放

システムコールトレース 自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

メモリ確保関数を頻
発

CPU 該当せず 該当せず 自分のソース

64
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が高
い状態が続く

・CPU使用率
・システムコールトレースでメモリの確保/開放の回数が多
いかを確認する。

メモリの確保/開放のサイズと回数を確
認する。

小さなメモリの確保/解放を大
量に繰り返している。
C++の関数で以下を使用してい
る場合にも発生するケースが
ある。
・strcopyなど

ソース
C++の関
数

メモリの確
保/開放

システムコールトレース 自プロセス
②自分のプロセスだがラ
イブラリの延長

ムダな
処理

メモリ確保関数を頻
発

CPU 該当せず 該当せず ライブラリ

65
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が予
想より高い。

ソースの確認。 32BitのCPUで16Bitの数値演算を大量
に実行している。

型を合わせるための前処理で
CPUを使用している。

ソース 型の確認
コードの実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

型の不一致など CPU 該当せず 該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

66
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が予
想より高い。

ソースの確認。
64BitのCPUで32bitまたは16Bitの数値
演算を大量に実行している。

型を合わせるための前処理で
CPUを使用している。

ソース 型の確認
コードの実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

型の不一致など CPU 該当せず 該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

67
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が予
想より高い。

ソースの確認。 演算式の各値の型が異なる演算を大量
に実行している。

型を合わせるための前処理で
CPUを使用している。

ソース 型の確認
コードの実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

型の不一致など CPU 該当せず 該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

68
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が予
想より高い。

ソースの確認。 画面の描画処理を短い周期でループし
ているかを確認する。

画面の描画処理を短い周期で
ループしているとCPU使用率が
高くなる。

ソース ロジック ループ
GPUの種類の確認。
GPUの性能と特性を確認する。

グラフィック系のプログ
ラムの場合、GPUに
よっても性能差がでる

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

その他 ハードウェア特性 その他のハード 該当せず 該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

69
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認 CPU使用率が高
い状態が続く

・CPU使用率
・メモリ使用量
・スナップダンプによりコピー箇所を特定
・データサイズを変化させて処理時間をグラフ化する

メモリのコピー処理かを特定し、コピーす
るサイズを確認する。

メモリを1バイトずつコピーして
いる。

ソース ロジック
コードの実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

コピーなどの実装が
悪い

CPU
大規模になった
時

該当せず
CPU性能(クロッ
ク)

70
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認

システム全体の
CPU使用率が高
く、該当プロセスの
CPU使用率もそこ
そこ高い状態のま
まで推移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ
(2)プロセス間通信のIPCの場所で止まっている。

プロセス間通信のIPCのバッファサイズ
を確認する。

通信データサイズに比較して、
プロセス間通信のIPCのバッ
ファが小さい

ソース
通信処理
のパラメタ

通信処理 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムラな
処理

バッファサイズの不適
切

通信(ソフト) 該当せず 該当せず 自分のソース

71
処理に時間がかか
る

CPU使用率の確認

該当プロセスの
CPU使用率が低
い状態のままで推
移。

(1.1)トレースログでWAIT場所を特定する。
または、
(1.2)プロセスのスナップダンプを採取し、PCの値を確認す
る。
かつ

自分がAgentの場合。
他のホスト(Managerなど)が多くのAgent
の要求を受け付けていないかを確認す
る。

自ホストでなく、通信先の他ホ
スト(Manager)がビジーで自ホ
ストの要求を待たされている。

他ホスト
システム構
成全体の
性能

１台のManagerに
Agentが１０００台のよ
うなケースもあるの
で、機器構成も入手す
る。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

WAIT 相手の処理待ち 通信(ソフト)
相手がビジーに
よる処理待ち

同様の業務UP 該当せず

72
処理に時間がかか
る

I/O回数を確認する。 I/O回数が多い。 I/Oのデータの内容を確認する。
小さいレコードが大量に出力されてい
る。

小さいレコードを大量に出力て
いる。

ソース
I/O処理
のロジック

I/Oの実装
方法

例えば、メッセージが大量に出
力されている。

ブロッキングして出力
する方法もある。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

I/O処理を頻発 DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

73
処理に時間がかか
る

I/O回数を確認する。 I/O回数が多い。 I/O時のデータのバッファサイズを確認する。 バッファサイズが小さい。

出力しようとしているデータサイ
ズに対して、バッファサイズが
小さすぎるのでI/O回数が多く
なってしまう。

ソース
I/O処理
のロジック

I/Oの実装
方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

バッファサイズの不適
切

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

74
件数が増加すると指
数関数的に処理に
時間がかかる

件数を変化させて性
能測定し、グラフ化
する。
・いろいろな件数で
処理時間の計測
・I/O回数の確認
・システムコールト
レース

件数による傾向を
分析する。

・グラフの傾向から該当しそうなソース箇所を洗い出す。
・I/O回数の傾向から該当しそうなソース箇所を洗い出す。
・システムコールトレースの発行状況から該当しそうなソー
ス箇所を洗い出す。

該当箇所に対して、ソース解析して、回数の多い処理に関
して、ループがあるかを確認する。

ログが不十分な場合には、ログ強化して該当箇所を絞り込

件数がn件の時に、n回のループの中に
n回のループがある。ループがネストす
る処理になっている。

特にループの中にシステムコールがあ
ると、非常に悪化する。

ループ構造 ソース
ループ処
理

ループ
扱うデータ件数の規模を確認
する。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

ループ中のループ DISK(ソフト)
大規模になった
時

該当せず 自分のソース

75
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
(1)I/O時のデータのバッファサイズを確認する。
(2)該当プロセスのI/Oの読み取りバイト数と書き込みバイト
数を確認する。

I/Oのデータサイズが大きい。

I/Oのデータサイズが大きすぎ
る。
部分書き込み可能なのに、全
体を毎回書き込んでいる。

ソース
I/O処理
のロジック

I/Oの実装
方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

バッファサイズの不適
切

DISK(ハード)
大規模になった
時

該当せず DISKアクセス性能

76
処理が遅くなること
がある。

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。

(1)該当プロセスがライトしているファイルは、ウィルス監視
の対象ファイルになっているかを確認する。
(2)ウイルスチェックプログラムのパターンファイルの更新日
時を確認する。
(3)該当プロセスのI/Oのサイズと回数を確認する。
(4)システムコールトレースを確認する。

(1)ウィルスチェック対象ファイルである。
(2)パターンファイルの更新後から遅く
なった。
(3)該当プロセスの延長でウイルスチェッ
ク処理が動作するかを確認する。
(4)別のプロセスも遅くなっていないかを
確認する。
(5)ウイルスチェックの対象データサイズ
が通常より大きい、または数が多いかを
確認する。

・該当プロセスの延長でウイル
スチェック処理に時間がかかっ
ている。
・ウイルスチェックのパターン
ファイルの更新によってウイル
スチェックに時間がかかるよう
に変ってしまった。
・ライトするデータがバイナリー
の場合、データのパターンがウ
イルスチェックと相性が悪い内
容となっている。

システム
内のPP

ウイルス
監視ソフト

I/Oの延長
での処理

・ウイルス監視製品が同居して
いるかを確認する。
・パターンファイルが変ったこと
で、性能デグレードしてないか
他のシステムなどの状況も確
認する。

該当プロセスがライト
するファイルをウイル
ス監視対象ファイルか
ら除外する。
パターンファイルを元
に戻す。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムダな
処理

同居製品固有の実装
ロジック

CPU 該当せず
ウイルス監視製
品

ライブラリ

77
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
システム全体のI/Oが多く、OSのI/Oキューの状況を確認す
る。

I/Oのキュー待ちの数が大きくなってい
る。
他のプロセスも大量のI/Oを発行してい

システム全体のI/O回数が多
い。

サーバー
OSの統計
情報

システム高
負荷

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
自分以外のプロ
グラム

DISKアクセス性能

78
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
システム全体のI/Oが多く、I/Oの総データ量を確認する。
ディスクがビジーに頻繁になっているかも確認する。

他のプロセスが大きなバッファサイズで
I/Oを頻繁に実施している。

システム全体のI/O量が多く、
ディスクビジーの状態が続いて
いる

サーバー

DISK

OSの統計
情報

DISKの統
計情報

ディスクが
高負荷

ディスクのログでビジーな状態
かを確認。
I/O時間の計測
OSから見るI/Oの状態確認を
行う。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード)
DISKビジーによ
る処理待ち

自分以外のプロ
グラム

DISKアクセス性能

79
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
他のプロセスが同一のディスクの玉に大量にアクセスして
いないかを確認する。

別プロセスで大量にアクセスしている。
例えば、バックアップ、ファイルコピー、
ファイル転送、データベースソフトなどで
RDBに大量のアクセスなど。

複数のプロセスから同一のディ
スクの玉にアクセスすると、
SEEKが発生しやすくなり、I/O
時間が間延びする。

サーバー

DISK

他プロセ
スのI/O状
況

競合 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
自分以外のプロ
グラム

DISKアクセス性能

80
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 マシンとディスクの玉のハード構成を確認する。

他のマシンと同一のディスクの玉でI/O
が競合している。
他のVMと同一ディスクの玉にI/Oが競合
している。

I/Oするディスクの玉が他マシ
ン/他VMと競合しており、別シ
ステムから同一のディスクの玉
に大量のI/Oが発行されてい
る。

サーバー

DISK

OSの統計
情報

DISKの統
計情報

競合

ディスクのログでビジーな状態
かを確認。
I/O時間の計測
OSから見るI/Oの状態確認を
行う。

別のマシンで同一ディ
スクの玉にバックアッ
プ、ファイルコピー、
ファイル転送、データ
ベースソフトなどで
RDBに大量のアクセス
などがないかを確認す

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード)
DISKビジーによ
る処理待ち

自分以外のプロ
グラム

DISKアクセス性能

81
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 システム全体のマシンとディスクの構成を確認する。
複数のマシンと複数のディスクの接続が
芋づるになっている。

複数のディスク間のケープルが
芋ずるで共用されており、他の
マシンのI/Oが沢山あると、
ケーブルビジーになっていま
う。

サーバー

DISK

ハード構
成

接続ケーブ
ルが高負
荷

I/O時間の計測
OSから見るI/Oの状態確認を
行う。
複数マシンでディスクビジー率
などを確認する。

VMなどの場合には、
複数マシンとディスク
のハード構成の確認。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード)
DISKビジーによ
る処理待ち

自分以外のプロ
グラム

DISKケーブル
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82
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
自プロセス以外のプロセスでI/Oを沢山発行しているプロセ
スがないかを確認する。

I/Oを沢山発行しているプロセスがウイ
ルスチェック用のプロセスである。

ウイルチェックが実行されてい
るめたにI/O時間が間延びして
いる。

システム
内のPP

ウイルス
監視ソフト

競合
I/Oを沢山発行しているプロセ
スを特定する。

ウイルスソフトの動作
時刻の確認。
ウイルスソフトの対象
の確認

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
ウイルス監視製
品

他プロセス

83
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
VMマシンの場合、ウイルス処理専用のVMを設置する運用
であるかを確認する。自マシンの状況を確認しただけでは
原因究明が難しい場合がある。

ウイルス処理専用のVMがあり、ウイル
スチェックの時間とI/O時間が長い時の
時間が一致する。

ウイスルチェックするマシンが
別VMであっても、アクセスする
ディスクの筐体が同じなので、
I/Oが競合したのと同じ現象と
なり、I/Oが間延びする。

同一シス
テム内の
PP

ウイルス
監視ソフト

競合

VMの場合には、自マシンだけ
の性能情報ではディスク装置に
対してのI/O負荷がわからない
ので、システム全体のI/Oの状
況を確認する必要がある。

他VMのウイルスソフト
の動作時刻の確認。
ウイルスソフトの対象
の確認

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
ウイルス監視製
品

他プロセス

84
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 DISKのデフラグツールで断片化状態を確認する。 断片化が進んでいる状態になっている。

断片化により、単一ファイルを
アクセスする場合でも、散在す
る場所にアクセスする必要があ
り、I/Oに時間がかかる。

DISK
ブフラグ
ツールで
の確認

断片化
システムとしては、徐々に遅く
なる現象となる。

デフラグツールでブフ
ラグを実行することで
改善される。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムラな
処理

断片化 DISK(ハード)
長時間の経過
後

該当せず DISKアクセス性能

85
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
特定のファイルが遅い場合には、該当ファイル全体をコピー
して、早くなるかを確認する。

コピー後のファイルに対しては、アクセス
が早くなった。

ファイルを少しずつ増分してお
り、1つのファイルが沢山のエク
ステント構成になっている。ま
たは、クローズした後に、再度
追加書きするようなアクセスを

DISK 断片化

複数エクステントに
なっているかを確認す
る方法はないと思われ
る。
(確認方法があるかは

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムラな
処理

断片化 DISK(ハード) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

86
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
JFS/JFS2でUPが順次遅延書き込むを行っている状況下
で、クラスタ単位(128Kバイト)で隣接するクラスタに交互に
I/Oを実施していないかを確認する。

交互にI/Oを実施している。

隣接するクラスタに交互にI/O
を実施すると実I/Oが多くなる。
インデクスとデータが隣接クラ
スタになると発生する。

OSの処
理

OSのI/O
ロジック

その他 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
OS固有の実装ロジッ
ク

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず OS

87
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。

(1)レコードをアクセスする時の順番がディスク上の後ろから
前へ向かう順番でアクセスしている。
(2)ディスクキャッシュのヒット率の確認。
例えば、削除レコードを再利用するロジックを追加した時に
レコードをチェーンするが、その時の順番がディスク上の場
所が後ろから前にアクセスする順番になっているかを確認
する。

(1)ディスク上の位置で後ろから前に向
かって順次書き込みされている。
(2)ヒット率の低下。

例えば、以下のようなケースで
発生する。
最初に書き込みする時には、レ
コード1、レコード2、レコード3、
レコード4、レコード5の順番に
書き込みする。そして、レコード
削除する時に、
削除レコード5、削除レコード4、
削除レコード3、削除レコード2、
削除レコード1となり、再利用時
削除レコードから書き込みする
と、
レコード5、レコード4、レコード
3、レコード2、レコード1という順
番に並ぶことになり、DISKの書
き込みも読み込みも遅くなる。

ソース
プログラ
ムロジック

不連続処
理

もしも、全件を削除し再利用す
る運用の場合には、1回目は早
く、2回目は遅く、3回目は早くと
交互に性能が変わる。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

88
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
システム全体で多くの可変長属性のファイルにアクセスして
いるかを確認する。

多くの可変長属性のファイルにアクセス
している。

可変長属性のファイルの場合、
OSのキャッシュのヒット率の低
下に伴いI/O時間が長くなる。

ソース
I/O時の
パラメタ

I/Oのキャッ
シュ

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

キャッ
シュ

ヒット率低下 DISK(ソフト) 該当せず 該当せず
DISKキャッシュ性
能

89
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
同期I/Oの場合で、I/O回数を減らす目的でまとめてI/Oを実
施するように変更した時に、I/OサイズをDISKのキャッシュ
サイズより大きくしていないかを確認する。

I/Oサイズ > DISKのキャッシュサイズに
なっている。

同期I/Oの場合、DISKキャッ
シュサイズを超えると、DISKの
実態に書き終えるまでI/Oが
戻ってこなくなるので、I/Oに時
間がかかるようになってしまう。

ソース
I/O時の
パラメタ

キャッシュ 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

キャッ
シュ

キャッシュ不足 DISK(ハード) 該当せず 該当せず
DISKキャッシュ性
能

90
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
DISKのデバイス・ドライバに関して、何かサードパーティ製
のドライバがくっついていないか確認する。バなど。

サードパーティ製のバックアップ関連の
ドライバを使用している。

例えばバックアップソフトによっ
ては、ファイルを更新する前に
局所的なバックアップを実施す
るので、実I/Oが増加するた
め、I/O時間が長くなる。

システム
内のPP

バックアッ
プソフト

I/Oの延長
での処理

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
同居製品固有の実装
ロジック

DISK(ソフト) 該当せず
バックアップ、
ディザスタ製品

ライブラリ

91
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
同一装置内でバックアップやリストアなどのレコード長の大
きいI/Oが連続して発生していないかを確認する。

バックアップまたはリストアが実行されて
いる。

OSは、I/Oを受け付けた順番に
処理するので、UPのI/Oの間に
バックアップなどの大きなサイ
ズのI/OがあるとI/O時間が間
延びする。

システム
内のPP

バックアッ
プソフト

競合 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
バックアップ、
ディザスタ製品

他プロセス

92
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
DB関係の空きページ回収などの処理が実行されていない
かを確認する。

同時刻に空きページ回収などの処理が
スケジューリングされている。

空きページ回収のI/Oとの競合
によりI/O時間が間延びする。

システム
内のPP

データ
ベース製

競合 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 DISK(ハード) 該当せず
自分以外のプロ
グラム

他プロセス

93
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 I/O時のブロック長とレコード長を確認する。 ブロック長がレコード長より短い。
１レコードの書き込み時に、I/O
が2回以上になる時があるた

ソース
I/O時の
パラメタ

キャッシュ 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムラな
処理

バッファサイズの不適
切

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず OS

94
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 I/Oの出力先がネットワークドライブかを確認する。 ネットワークドライブになっている。

(1)ネットワークの通信速度の影
響を受ける。
(2)ネットワークドライブなので、
同一DISK筐体に対して、他の
マシンからのI/Oが競合してい
る場合もある。

システム
全体での
DISK構
成

共用DISK
の使われ
方

ネットワー
ク
競合

コマンド出力のリダイ
レクト先をネットワーク
ドライブにすると、48倍
遅い事例があった

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 通信(ハード) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

95
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
(1)非同期I/Oになっているかを確認する。
(2)ファイルサイズが2GBなどのような巨大になっている。

非同期I/Oでファイルサイズも2GBを超
える。

ファイルサイズが大きくなると
I/OのFlush処理が比例して長く
なることがある

ソース
I/O処理
のロジック

キャッシュ
途中のFlush時か、クローズ時
だけ時間がかかっていないか
など。

オンラインに近い形で
運用する場合で巨大
なファイルを作成する
場合には、途中で
Flushなどを実施する。
FlushFileBuffers()が
ファイルサイズに比例
して時間がかかる。

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムラな
処理

同期処理 DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

96
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。 ストレージのキャッシュサイズを確認する。 キャッシュが小さい。
ストレージのキャッシュが小さ
い

DISK
ハードス
ペックの
確認

キャッシュ 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

キャッ
シュ

キャッシュ不足 DISK(ハード) 該当せず 該当せず
DISKキャッシュ性
能

97
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
ストレージのキャッシュが有効かを確認する。
例えば、キャッシュの電池が切れなども含めて。

キャッシュが無効になっている。
ストレージのキャッシュが無効
になっている。

DISK
ハード障
害

キャッシュ
キャッシュの電池切れ
など

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

キャッ
シュ

キャッシュが無効 DISK(ハード) 該当せず 該当せず
DISKキャッシュ性
能

98
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

ウイルス対策ソフトがリアルタイムでファイルチェックを実施
する設定になっているかを確認する。

リアルタイムでファイルチェックする対象
になっている。

ファイルI/Oの延長でウイルス
チェック処理が実行されるので
I/O時間が間延びする。

同一装置
内のPP

ウイルス
監視ソフト

I/Oの延長
での処理

ウイルス定義ファイルが更新さ
れわるチェック時間も変わる可
能性があるので、プログラムが
遅くなった時刻と更新時刻を確
認する。

リアルタイムでファイル
チェックする対象外に
することも可能である
が、プログラム特性を
確認してから対象外に
してもよいか判断する

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

DISK(ソフト) 該当せず
ウイルス監視製
品

DISKアクセス性能

99
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

DISKのRAID構成の確認をする。 RAID1構成になっている。
RAID1は、単なるミラーリングだ
けなので、RAIDでないDISKより
遅くなる。

DISK
DISKのオ
プション

ハード構成 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 DISK(ハード) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

100
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

ハードウェアでのディザスタ構成かを確認する。
ハードウェアでのディザスタ構成になっ
ている。

遠隔地にある災対に対しての
I/Oの完了を待つケースがあ
り、I/Oが間延びする。

DISK
DISKのオ
プション

ハード構成 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 DISK(ハード) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

101
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

ソフトウェアでのディザスタ構成かを確認する。
同一マシン上にディザスタ用のソフトがあるか確認する。

ソフトウェアでのディザスタ構成になって
いる。

遠隔地にある災対に対しての
I/Oの完了を待つケースがあ
り、I/Oが間延びする。

同一装置
内のPP

ディザスタ
ソフト

I/Oの延長
での処理

ハードウェアの構成を見ても判
らないので注意が必要。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
同居製品固有の実装
ロジック

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

102
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

I/Oが同期I/Oかを確認する。 同期I/Oになっている。
I/Oを意味もなく同期I/Oにして
いる。

ソース
I/O処理
のオプショ
ン

I/Oの実装
方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ムダな
処理

同期処理 DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能
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103
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。
I/O時間が長い。
書き込みに時間が
かかる。

意味もなくディスクのマウント時にDIOやCIOを指定している
かを確認する。

DIOまたはCIOになっている。

意味もなくディスクのマウント時
にDIOやCIOを指定している。
この指定をするとこのファイル
に対しては同期I/Oになってし
まう。
・DIO(直接入出力)　アプリが直
接ディスクにIO
・バッファ入出力 アプリ→OS→
ディスク
・キャッシュ入出力(OSバッファ
入出力を包含する)
 アプリ→OSキッャシュ→ディク
ス
・CIO(コンカレント入出力) アプ
リ→ディスク
　但し、1個のファイルに対して
同時に複数個所の書き込みが
可能。
　データベースプログラムのよ

OSの設
定

I/Oのオプ
ション

プログラム
とオプション
の組み合
わせの確
認。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムダな
処理

同期処理 DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

104
処理に時間がかか
る

I/O時間を計測する。 I/O時間が長い。
データベースで使用するのにディスクの場合、マウント時に
CIO指定をしているかを確認する。

通常のUPではCIO指定することはない
が、データベースにアクセスするミドルソ
フトによっては
CIO指定することで高速化を実現してい
るので、必要に応じてCIO指定を実施す
る。

通常のUPでは、プログラム作
成が難しくなるので使わない。
データベースで使用するのに
ディスクのマウント時にCIO指
定をしていない。CIO指定だと
複数のプロセスから同一ファイ
ルに対して同時にI/Oが可能に

OSの設
定

I/Oのオプ
ション

プログラム
とオプション
の組み合
わせの確
認。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
OS固有の実装ロジッ
ク

DISK(ソフト) 該当せず 該当せず DISKアクセス性能

105
処理に時間がかか
る

実際のデータ送受信
に時間がかかってい
るかをログから確認
する。

送受信前に時間
がかっている。

hostsファイルに大量のホスト名が記述されているかを確認
する。 ホスト名が大量に記述されいる。

OSによっては必ず最後のレ
コードまで読み込むことがあ
り、ホスト名解決に時間がかか
ることがある。

OSの設
定

hostsファ
イル

通信環境
設定

OSによっとては最後ま
で読んでいる。
例えば、何度もホスト
名解決の関数を発行
するプログラムかを確
認する。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
OS固有の実装ロジッ
ク

通信(ソフト)
大規模になった
時

該当せず OS

106
処理に時間がかか
る

実際のデータ送受信
に時間がかかってい
るかをログから確認
する。

送受信前に時間
がかっている。

ホスト名解決にかかる時間を計測してDNSサーバーの性能
を確認する。

DNSサーバーの性能が悪い。
名前解決に時間がかかってし
まい、性能がでない。

他ホスト
(DNS)状
況

他ホストか
らの影響

例えば、何度もホスト
名解決の関数を発行
するプログラムかを確
認する。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 その他 通信(ソフト) 該当せず 他ホスト 該当せず

107
処理に時間がかか
る

実際のデータ送受信
に時間がかかってい
るかをログから確認
する。

送受信前に時間
がかっている。

ホスト名解決などの関数を何度も発行していないかを確認
する。

毎回ホスト名解決も毎回実施している。
ホスト名解決は、単価が高いの
で性能がでない。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

通信(ソフト) 該当せず 他ホスト 自分のソース

108
処理に時間がかか
る

実際のデータ送受信
に時間がかかってい
るかをログから確認
する。

送受信前に時間
がかっている。

DHCPサーバーの性能を確認する。 DHCPサーバーの性能が悪い。
DHCPサーバーの性能に引き
づられて性能がでない

他ホスト
(DHCP)
状況

他ホストか
らの影響

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 その他 通信(ソフト) 該当せず 他ホスト 該当せず

109
処理に時間がかか
る

実際のデータ送受信
に時間がかかってい
るかをログから確認
する。

送受信前に時間
がかっている。

回線の通信速度を確認する。 回線速度が遅い。
回線速度が遅い回線のため性
能が出ない。

回線種別
通信環境
設定

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 その他 通信(ソフト) 該当せず 他ホスト
通信回線性能(速
度)

110
処理に時間がかか
る

通信ログの確認。
送受信前に時間
がかっている。

データ件数が多いにも関わらず、プログラムの処理として毎
回通信のオープン/クローズを実施しているかを確認する。

毎回オープン/クローズを実施している。
コネクションの接続は単価が高
いので、性能がでない。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

通信(ソフト) 該当せず 該当せず 自分のソース

111
処理に時間がかか
る

通信エラーログの確
認。

送受信前に時間
がかっている。

短時間にソケットの生成/消滅を繰り返して、ポート枯渇が
発生し、リトライを繰り返していないかを確認する。

短時間にソケットの生成/消滅を繰り返
している。

ソケットは、クローズしてもすぐ
に再利用できないので、リトラ
イでソケットが使用可能になる
までに時間がかかるので、性
能がでない。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

通信(ソフト) 通信エラー 該当せず 自分のソース

112 時々、時間がかかる
通信エラーログの確
認。

通信エラーが発生
している。

プログラムの通信エラー時のリトライ間隔を確認する。 リトライ間隔が長すぎる。
通信エラー時にリトライ間隔が
長すぎるために、時間がかって
いる。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値大(リトラ
イ)

通信(ソフト) 通信エラー 該当せず 自分のソース

113 時々、時間がかかる
通信エラーログの確
認。

通信エラーが発生
している。

プログラムの通信エラー時のリトライ回数を確認する。 リトライ回数が多すぎる。
通信エラー時にリトライ回数が
多すぎるために、時間がかかっ
ている。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

ループ
タイマー値小(リトライ
多発)

通信(ソフト) 通信エラー 該当せず 自分のソース

114 処理が遅延する
通信の1往復の時間
を計測する。

1往復に時間がか
かっている。

通信相手の場所を確認する。 通信相手が非常に離れている。

回線が大容量でも、小さいデー
タのやとりが多い場合には、相
手の距離が遠い場合には、時
間がかかる

ネット
ワーク構
成

通信相手
までの距
離

ネットワー
ク構成

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 通信(ハード) 該当せず 該当せず
通信回線性能(距
離)

115 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい

パケットキャプチャーで通信相手との間のパケットを確認す
る。

パケットの再送などが頻繁に発生してい
る。

通信品質が悪くAPIの延長でリ
トライが実施されている。

ネット
ワーク構

回線品質
ネットワー
ク回線品質

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 通信(ハード) 該当せず 該当せず
通信回線性能(品
質)

116 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい
る。

パケットキャプチャーで通信相手との間のパケットを確認す
る。

パケットの再送などが頻繁に発生してい
る。

回線の許容を超えるデータに
なり、パケットのロストが発生
し、再送が実施されている。

ネット
ワーク構
成

システム
全体の通
信量

ネットワー
ク通信料の
見積もり

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 通信(ハード) 該当せず 該当せず
通信回線性能(帯
域)

117 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい
る。

システム全体の通信量と、自ブロセスの通信量を計測す
る。

自ブロセスの通信料は少ないが、シンテ
ム全体の通信量が多い。

裏で大量の通信を実施するプ
ロセスがあるために、遅延して
いる。
例えば、ファイル転送プログラ
ムが複数起動されている。NAS
にアクセスするプログラムが複
数ある。ネットワーク経由でバッ
クアップ/リストアしている。

同一装置
内のPP

ファイル転
送ソフトな
ど

競合
システム全体の状況を把握す
る。

製品によっては、ファ
イル転送時に沢山の
コネクションを使用して
パラネルにデータの送
受信を実施している。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 通信(ハード) 該当せず
バックアップ、
ディザスタ製品

通信回線性能(帯
域)

118 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい
る。

CPU使用率を確認する。
CPU使用率が100%に近い状態で推移し
ている。

CPU使用率が高いために、通
信するために必要なCPUが割
り当たっていないために、通信
が遅くなっている。

システム
全体のプ
ロセス状
況

競合 自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

競合 不足 CPU 該当せず
自分以外のプロ
グラム

CPU性能(コア数)

119 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい

自プロセスの通信量を計測する。 通信量が非常に大きい。 通信するデータ量が大きすぎる ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
①自分のプロセスで自分
のソースの範囲内

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

通信(ソフト)
大規模になった
時

該当せず
通信回線性能(帯
域)

120 処理が遅延する
一連の通信処理の
時間を計測する。

一連の処理に時
間がかかってい
る。

通信相手のシステムの状態を確認する。
相手システムのCPU使用率や通信性能など。

通信相手側のプログラムの反応が悪い
状態にある。

相手の処理の遅さに引きずら
れて一連の通信が遅くなってい
る。

他ホスト
のプロセ
ス状況

他ホストか
らの影響

例えば、相手のシステ
ムの負荷が高く、デー
タの受信処理で時間
がかかっているなど。

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他
自プロセスの延長の
固有の実装ロジック

通信(ソフト)
相手がビジーに
よる処理待ち

他ホスト 他ホスト

121 処理が遅延する
通信スピードを確認
する。1秒当たり何バ
イト通信できている

通信スピードが遅
い。

プラグラムが指定している通信パッファのサイズを確認す
る。

バッファサイズが小さい。
大きいデータの場合には、バッ
ファサイズが小さいと通信ス
ピードが確保できない。

ソース
通信処理
のロジック

通信の実
装方法

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

ムラな
処理

バッファサイズの不適
切

通信(ソフト)
大規模になった
時

該当せず
通信回線性能(距
離)

122 処理が遅延する
通信スピードを確認
する。1秒当たり何バ
イト通信できている

通信スピードが遅
い。

回線の種類と帯域を確認する。 通信帯域が小さい。
大きいデータの場合には、通信
帯域が小さいと通信時間がか
かる。

ネット
ワーク構
成

ネットワー
ク帯域

ネットワー
ク回線種別

自プロセス
③自分のプロセスだが
APIの延長

その他 ハードウェア特性 通信(ハード)
大規模になった
時

該当せず
通信回線性能(帯
域)

123 処理が遅延する

通信スピードを確認
する。1秒当たり何バ
イト通信できている
か。

通信スピードが遅
い。

パケットキャプチャーで通信相手との間のパケットを確認す
る。

該当するマシンが大量の件数の受信処
理がある。

DDOS攻撃を受けている。
OSが受信処理で手一杯になっ
ている。

システム
全体のプ
ロセス状
況

その他 競合 他プロセス ⑧その他 競合
OS固有の実装ロジッ
ク

CPU
他の業務UPの
不良

他ホスト OS
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付録.性能トラブル時の分析観点

目的語(What) いつ(When) 誰に/誰によって(Whom) どこで(Where)

原因となる資源の特定 原因となるきっかけ 原因を誘発したもの 発生場所
大項目 中項目 大項目 中項目 中項目 中項目 中項目 中項目
1 ①自分のプロセスで自分のソースの範囲内 ループ 無限ループ CPU システムコールエラー 暗号化製品 自分のソース
2 ②自分のプロセスだがライブラリの延長 スピンループ メモリ I/Oエラー ウイルス監視製品 ライブラリ
3 ③自分のプロセスだがAPIの延長 長時間ループ 時間 通信エラー バックアップ、ディザスタ製品 OS
4 ④他プロセスだが自プロセスと同じソース ダイナミックループ DISK(ソフト) 一時的なエラー ファイル転送製品 他プロセス
5 ⑤他プロセスだが自プロセスと違うソース リトライ DISK(ハード) 恒久エラー DB製品 他ホスト
6 ⑥他ホストプロセスだが自プロセスと同じソース WAIT デッドロック 通信(ソフト) 相手がビジーによるリトライ 自分以外のプログラム CPU性能(クロック)
7 ⑦他ホストプロセスだが自プロセスと違うソース タイマー値大 通信(ハード) 相手がビジーによる処理待ち 同様の業務UP CPU性能(コア数)
8 その他 ⑧その他 タイマー値大(リトライ) 排他資源 相手がnot ready時のリトライ 他の業務UP メモリ性能
9 タイマー値小(リトライ多発) その他のハード DISKビジーによる処理待ち 他ホスト メモリサイズ
10 相手の処理待ち その他 排他エラー 自プロセス DISKアクセス性能
11 無限待ち 大規模になった時 該当せず DISKキャッシュ性能
12 キャッシュ ヒット率低下 長時間の経過後 DISKケーブル
13 キャッシュ不足 他の業務UPの不良 通信回線性能(速度)
14 遅いキャッシュ 該当せず 通信回線性能(帯域)
15 キャッシュが無効 通信回線性能(距離)
16 ムダな処理 ループ中のループ ハード障害
17 乱雑 該当せず
18 シーケンシャル処理 通信回線性能(品質)
19 輻輳
20 メモリ確保関数を頻発
21 I/O処理を頻発
22 同期処理
23 コピーの実装が悪い
24 ソート、コンペアの実装が悪い
25 サーチ、インデックスの実装が悪い
26 キューなどの実装が悪い
27 ムラな処理 プライオリティ
28 断片化
29 逆読み
30 バッファサイズの不適切
31 型の不一致など
32 競合 不足
33 その他 同居製品固有の実装ロジック
34 OS固有の実装ロジック
35 ライブラリ固有の実装ロジック
36 自プロセスの延長の固有の実装ロジック
37 OS不良
38 他製品不良
39 ハードウェア特性
40 その他

どうした(How)

原因となる動作の特定

他ホスト

誰が(Who)

原因となるプロセス(ソース)の特定

自プロセス

他プロセス


